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市
は
、
「
西
宮
市
ま
ち
づ
く
り

賞
」
の
受
賞
者
を
決
定
し
、
３
月
　２９

日
に
贈
呈
式
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
賞
は
、
活
力
と
潤
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
都
市
の
基
盤

整
備
や
教
育
・
文
化
・
福
祉
な
ど
の

　
市
は
、
６
月
採
用
予
定
の
保
育
士

を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
は
、
３
月
　
日
～
４
月
６
日

２６

の
執
務
時
間
中
に
申
込
書
な
ど
必
要

書
類
を
人
事
課
（
市
役
所
本
庁
舎
５

階
☎
０
７
９
８
・
３
５
・
３
５
１

４
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
は
、
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
株

式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
（
以
下
、
共

同
発
行
者
）
と
「
西
宮
市
民
べ
ん
り

帳
（
平
成
　
年
度
版
）
」
を
共
同
発

２４

行
し
、
７
月
に
市
内
の
全
世
帯
・
事

業
所
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
同
べ
ん
り
帳
は
、
市
役
所
の
各
種

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体

に
贈
る
も
の
で
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
４
個
人
２
団
体
で

す
。
　
問
合
せ
は
秘
書
・
国
際
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
４
３
２
）
へ
。

　市は、普通市営住宅、改良住宅等、特
定公共賃貸住宅、県公社住宅（市管理
分）などの入居者を募集します＝下表参
照。今回の募集は計１００戸です。
　家賃は住宅の種類や世帯の収入などに
よって異なります。申込資格など詳しく
は４月４日から配布する申込案内書をご
覧ください。
　問合せは西宮市営住宅北部管理センタ
ー（0798・35・5028）へ。
【申込案内書の配布場所】４月４日から
西宮市営住宅北部管理センター（市役所
東館１階）、西宮市営住宅南部管理セン
ター（市役所南館１階）、市役所本庁舎
１階総合案内所横、各支所・市民サービ
スセンター・分室、アクタ西宮ステーシ
ョン、若竹生活文化会館
【申込】申込案内書に添付している申込
書を４月１７日（消印有効）までに西宮市
営住宅北部管理センターへ郵送。重複申
込不可
　※次回の募集は７月の予定

　
国
民
健
康
保
険
は
、
勤
務
先
の
健

康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
人

を
対
象
に
し
た
公
的
医
療
保
険
制
度

で
す
。
加
入
・
脱
退
す
る
た
め
に

は
、
市
の
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で

す
＝
下
表
参
照
。

　
本
市
に
転
入
し
た
と
き
や
勤
務
先

の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

　
日
以
内
に
西
宮
市
国
民
健
康
保
険

１４（
以
下
、
国
保
）
へ
の
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
（
事
前
の
手
続
き

は
で
き
ま
せ
ん
）
。

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
以
前
の
健

康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日

（
資
格
が
な
く
な
っ
て
２
年
以
上
に

な
る
場
合
は
手
続
き
の
日
か
ら
２
年

前
の
日
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保

へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
期
間
の
保
険
料
も
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
外
へ
転
出
し
た
と
き
や

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
は
、
必
ず
国
保
の
脱
退
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
病
院
等
で
は
、

新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
の
被
保

険
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
国

保
の
被
保
険
者
証
で
受
診
す
る
と
、

後
で
保
険
給
付
を
受
け
た
金
額
を
西

宮
市
に
返
還
し
、
改
め
て
新
し
く
加

入
し
た
健
康
保
険
に
請
求
す
る
な
ど

の
面
倒
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
問
合
せ
は
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー

プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
１

７
）
へ
。

　
椛
浅
野
考
平
さ
ん
　
長
年
に
わ
た

り
西
宮
市
大
学
交
流
協
議
会
運
営
委

員
長
を
務
め
、
卓
越
し
た
識
見
と
豊

か
な
専
門
知
識
で
「
カ
レ
ッ
ジ
タ
ウ

ン
西
宮
」
構
想
に
基
づ
き
、
西
宮
市

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
各
種

事
業
を
企
画
実
施
す
る
ほ
か
、
学
生

と
の
連
携
・
協
働
を
目
的
と
し
た
学

生
組
織
を
設
置
す
る
な
ど
、
市
内
大

学
間
の
交
流
や
産
官
学
民
連
携
の
推

進
に
大
き
く
貢
献

　
椛
島
田
照
三
さ
ん
　
障
害
児
に
対

す
る
一
般
的
見
識
が
ま
だ
低
い
中
、

西
宮
市
障
害
児
保
育
を
全
国
に
先
駆

け
て
取
り
組
ん
だ
当
初
か
ら
、
長
年

に
わ
た
っ
て
保
育
士
へ
の
研
修
、
相

談
等
に
適
切
か
つ
丁
寧
な
指
導
を
行

い
、
本
市
の
統
合
保
育
の
発
展
と
児

童
福
祉
の
推
進
に
大
き
く
貢
献

　
椛
壷
井
進
さ
ん
　
西
宮
市
原
爆
被

害
者
の
会
事
務
局
長
、
相
談
役
を
歴

任
し
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
る

と
と
も
に
、
平
和
灯
ろ
う
流
し
や
親

子
広
島
バ
ス
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
国

内
外
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
ら
の
被

爆
体
験
を
子
ど
も
た
ち
へ
語
り
継
ぐ

な
ど
、
本
市
の
平
和
啓
発
活
動
、
平

和
交
流
に
大
き
く
貢
献

　
椛
松
浦
義
男
さ
ん
　
西
宮
交
通
指

導
員
お
よ
び
西
宮
地
域
交
通
安
全
活

動
推
進
委
員
と
し
て
、
学
童
の
登
下

校
時
の
立
番
や
地
元
行
事
で
の
交
通

整
理
な
ど
、
市
民
の
交
通
安
全
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
西
宮
交

通
指
導
員
会
会
長
と
し
て
長
き
に
わ

た
っ
て
会
の
ま
と
め
役
と
な
り
、
本

　
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
３
月

　
日
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市

２５政
情
報
似
人
事
行
政
・
職
員
採
用
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

３
月
　
日
か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま

２６

す
。
　
【
対
象
】
昭
和
　
年
６
月
２
日
～

３７

手
続
き
等
の
行
政
情
報
や
観
光
、
歴

史
、
産
業
等
の
市
民
生
活
に
関
わ
る

情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
官
民
協
働
事
業
と

し
て
行
う
も
の
で
、
発
行
に
か
か
る

経
費
を
共
同
発
行
者
が
募
集
す
る
広

告
収
入
で
賄
う
た
め
、
市
の
経
費
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
間
の

企
画
力
を
生
か
し
た
地
域
情
報
な
ど

の
掲
載
を
行
う
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
や
、
市
民
生
活
の
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
広
報
課
（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
４
０
２
）
へ
。

　
※
「
西
宮
市
民
べ
ん
り
帳
」
へ
の

広
告
掲
載
を
募
集
す
る
た
め
、
４
月

か
ら
共
同
発
行
者
が
市
内
事
業
者
の

皆
さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
。
広
告
掲
載

を
希
望
す
る
場
合
は
、
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
（
０
６
・
６
７
６
６
・
３
３
５

０
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
に
直
接
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん

市
の
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
に
尽
力

　
椛
西
宮
市
食
品
衛
生
協
会
　
長
年

に
わ
た
り
食
品
等
事
業
者
、
消
費
者

に
向
け
て
、
食
品
衛
生
法
や
食
中
毒

予
防
に
関
す
る
説
明
会
や
講
習
会
等

を
開
催
し
、
公
衆
衛
生
や
食
品
衛
生

思
想
の
向
上
お
よ
び
業
界
の
自
主
衛

生
管
理
体
制
の
確
立
な
ど
、
本
市
の

食
の
安
全
安
心
の
確
保
に
大
き
く
貢

献　
椛
西
宮
を
花
と
緑
に
す
る
会
　
西

宮
市
民
憲
章
の
精
神
に
基
づ
き
、

「
み
ど
り
と
青
空
の
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
実
践
す
る
た
め
、
フ
ラ
ワ

ー
ポ
ッ
ト
を
市
内
各
所
に
設
置
し
て

季
節
ご
と
に
草
花
を
植
え
替
え
、
学

校
・
公
園
等
に
は
樹
木
を
植
栽
す
る

な
ど
緑
化
推
進
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
緑
の
募
金
活
動
や
各
種
啓

発
活
動
を
通
し
て
、
緑
化
に
関
す
る

市
民
意
識
の
高
揚
に
尽
力

　　
従
業
員
や
そ
の
扶
養
家
族
が
健
康

保
険
を
脱
退
し
て
国
保
に
加
入
す
る

と
き
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
「
健

康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
」
を
発
行

し
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
　
日
以
内

１４

に
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
う
よ

う
に
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
従
業
員
が
退
職
す
る
と
き

は
、
健
康
保
険
の
任
意
継
続
制
度
に

つ
い
て
も
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
６
月
１
日
に
出
生
し
た
人
で
、

５２次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
▽
①
保

育
士
登
録
を
受
け
て
い
る
▽
②
認
可

保
育
所
で
保
育
士
と
し
て
の
実
務
経

験
が
平
成
　
年
５
月
　
日
現
在
、
５

２４

３１

年
以
上
あ
る

　
【
基
本
給
月
額
】
　
万
２
１
７
６

２３

円
～
　
万
５
４
８
８
円
　
※
経
歴
、

２８

給
与
改
定
等
に
よ
り
異
な
る
場
合
あ

り　
【
定
員
】
若
干
名

　
【
１
次
試
験
】
４
月
　
日
１５

戸数など団地名住宅の種類
計75戸
※うちシルバー住宅
…2戸 ▽車いす対応
住宅…1戸 ▽高齢者
世帯優先枠…6戸 ▽

障害者世帯優先枠…
2戸 ▽母子（父子）世
帯優先枠…16戸 ▽

多子世帯優先枠…3
戸 ▽子育て世帯優先
枠…5戸

高須町1丁目 ▽樋ノ
口町2丁目 ▽西宮浜
4丁目 ▽獅子ケ口町

▽老松町 ▽一ケ谷町

▽六軒町 ▽神原 ▽大
社町 ▽広田町 ▽名次
町 ▽泉町 ▽津門宝津
町 ▽小松北町１丁目

▽高畑町 ▽甲子園口
6丁目 ▽上ケ原四・
七・八・十番町

普通市営
住宅

計19戸
※うち高齢者世帯優
先枠…５戸 ▽障害者
世帯優先枠…５戸 ▽

母子（父子）世帯優先
枠…２戸

青木町 ▽芦原町33
号棟 ▽ 森下町23・
25～28号棟 ▽神明
町32号棟 ▽ 中殿町
1・5号棟 ▽ 津田町
10号棟

改良住宅等

計３戸両度町特定公共
賃貸住宅

計３戸田近野町１・２号棟県公社住宅
（市管理分）

《国民健康保険の手続きが必要な主な例》
雑加入するのはどんなとき？

【手続きに必要なもの】
①勤務先の健康保険の「資格喪失証明書」
②認め印
③運転免許証、パスポート、顔写真付き
住民基本台帳カード等
④年金証書（60歳～64歳の人のみ）

斬勤務先を退職したとき
勤務先の健康保険の任意継続制度を利用するか
国保への加入が必要。任意継続する場合は、退
職前に勤務先の健康保険担当者に相談を

斬勤務先の健康保険の扶養家族でなくなったとき
他の健康保険へ加入する場合を除いて、国保へ
の加入が必要

雑脱退するのはどんなとき？
【手続きに必要なもの】
①国保の被保険者証
②新しく加入した勤務先の健康保険の
被保険者証

斬勤務先の健康保険に加入したとき
勤務先の健康保険に加入しても、自動的に国保
から脱退したことにはならないため、脱退手続
きが必要

【手続きに必要なもの】
①国保の被保険者証
②認め印

斬他市町村に転出したとき
転出届の提出後、必ず本市の国保からの脱退手
続きを。転出先では、転入届の提出と国保への
加入手続きが必要
雑その他

【手続きに必要なもの】
①国保の被保険者証
②認め印
③合格通知書または在学証明書（写し可）

斬就学のために他市町村へ転出するとき
大学等への進学で他市町村へ転出するときは申
請を

浅野考平さん島田照三さん壷井進さん松浦義男さん

西宮市食品衛生協会西宮を花と緑にする会

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

１月にサイネックスと共同発行
協定書に調印


